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PICK UP みかわ  

持続可能な地域づくりとは？  

8 月 28 日 

21年に渡って、そば作りでむら・まち

交流をおこなっている東谷さぬきパー

ク。今年も参加者全員で畑を整備し、そ

ばの種をまきました。21年の間に東谷

を取り巻く状況も随分変わりました。気

候変動や新型コロナウイルス感染症、そ

して東谷の皆さんは、21年歳をとられ

ました。「昔と同じようにはできない。で

も内外から皆が来てくれるから事業も

集落の維持もできている。」と三浦会長。

「そば作り事業が終わる時が集落の終

わりと覚悟している。持続にはアイデア

が必要。」三浦会長率いる東谷の挑戦は、

そば作りから続く先を目指しています。 

そば作り事業をおこなう東谷さぬきパークの三浦篤会長にお話をうかがいました。  

東谷さぬきパークで、21 回目のそばの種まき行事がおこなわれました。 

種まきから 4日後、 

芽がでました！ 



 

 

「ふるさと   しちゃろう隊」の 
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会の皆さんが、9月2日にはひまわり

サロンの皆さんが、岩屋観音周辺を散

策に訪れました。「懐かしいね、会でよ

く来ていたから。」「前より水車がよう

回ってない？」皆さん思い出話に華を

咲かせて楽しそう。以前を知らない私

は皆さんに「昔はこうだったのよ。」「こ

んなことがあったのよ。」とエピソード

をたくさん教えていただきました。 

最近、岩屋観音と大水車でかまるくん

が巷で話題になっているのをご存知で

すか？「あそこはもう閉まっとろう。」

と思われたかもしれませんが、実は昨

年から地域おこし協力隊の寺本さんが

環境整備に取り組まれていて、飲食店

こそ閉まったままですが景観はとても

綺麗になっています。そんな折、町内

のサロンから、8月1日にはどんぐり

先日、研修会に参加してきました。講師

の先生は、人・まち・住まい研究所で地

域づくりコーディネーターをされている浅

見雅之氏。広報いわくに 8月 15日号で

紹介されていた岩国市御庄地区の地域

づくりワークショップの先生です。たくさん

お話を聞いたのですが、中でも気になっ

たのが「地域力の向上を目指すなら、昔

ながらの地縁だけでなく、多様化する価

値観に応じた新たなバージョンの地縁社

会が必要」というお話。変化する世の中

に応じて、地域にも柔軟性が求められる

のかもしれません。学んだことを美川町

でも活用していけるように取り組んでいき

たいと思います！ 

 

亀山つつじ愛好会 

◎亀山ふれあい庭園の整備 

◎根笠運動公園の整備 

◎つつじ、桜の剪定 

◎市道、水路周辺の整備 

◎山ノ内住民との交流  など 

連絡先 
（升田
ま す だ

 清
せい

甫
ほ

） 

TEL 0827-77-0756 

亀山つつじ愛好

会のサポートを

中心に、山ノ内

地区の活性化

を目指して活動

しています。 

活動内容 

ふ
る
さ
と
の 

美
し
い
景
観
を 

い
つ
ま
で
も 

登録を募集します。 

     きれいになって 

やりがいがあります。 

     

みんなで楽しく 
取り組んでいます。 

地 域 の魅 力 、再 発 見 ！ 

岩屋観音・大水車でかまるくん編  

のかもしれませ

ん。学んだこと

を美川町でも

活用していけ

るように取り組

んでいきたいと

思います！ 


